第３３回塑性加工技術フォーラム

（九州支部 第82回技術懇談会・見学会）
「マグネシウム合金の基礎と応用」

日　時：
平成20年11月21日（金）　13:20～19:00

会　場：
熊本大学　くすのき会館

［熊本県熊本市黒髪2-39-1 TEL：096-342-2111, http://www.kumamoto-u.ac.jp］

交　通：
JR利用の場合：JR「熊本駅」下車→九州産交バス・熊本電鉄バスで「交通センター」下車乗り換え，九州産交バスで竜田口駅前行き，楠団地行き，武蔵ヶ丘行きで「熊本大学前」下車，所用時間　約40分～50分程度

航空機利用の場合：空港からリムジンバスで「交通センター」下車乗り換え，九州産交バスで竜田口駅前行き，楠団地行き，武蔵ヶ丘行きで「熊本大学前」下車，所用時間約70分～80分程度

主　催：
日本塑性加工学会（実行：九州支部）

共　催：
高性能Ｍｇ合金創成加工研究会

協　賛：
日本機械学会，日本金属学会，日本材料学会，日本鉄鋼協会，日本マグネシウム協会，軽金属学会

趣　旨：
マグネシウム合金は軽量高強度材料として工業製品への適用が進んでおり，マグネシウム合金の材質改善や加工技術開発に対して様々な取り組みが求められている．本フォーラムでは，マグネシウム合金の特性，材質改善および成形加工技術における話題をとりあげ将来の可能性を探る．
プログラム：　開会の辞（13：20～13：30）
日本塑性加工学会　九州支部長　恵良　秀則君

司　会（13：30～16：30）
熊本大学　　　　　　　　　　　丸茂　康男君

	時　　間
	内　　　　容
	講　　師

	13:30～14:00
	Mg単結晶における双晶変形挙動と底面すべり固溶体強化挙動：Zn，DyもしくはYを添加したMg希薄合金単結晶を用いて固溶体強化挙動を調査するとともに，双晶界面がその後の変形双晶形成に及ぼす影響を明らかにした．
	北海道大学大学院

工学研究科　　

材料科学専攻

三浦　誠司君

	14:00～14:30
	マグネシウム合金の延性を阻害しない高強度化：マグネシウムの延性を阻害しない高強度化に有効なナノ粒子分散化，結晶粒微細化ならびに集合組織ランダム化に向けた組織制御と特性改善効果について紹介する．
	独立行政法人

物質・材料研究機構

新構造材料センター

　軽量材料グループ

向井　敏司君

	14:30～15:00
	Mg合金における制御圧延技術の開発：マグネシウム合金の再結晶，粒成長挙動についての調査結果ならびに制御圧延による組織制御技術の開発について制御圧延材の基礎特性を含めて報告する．

	大同特殊鋼㈱

研究開発本部

ﾌﾟﾛｾｽ技術開発ｾﾝﾀｰ　

創形・創質加工研究室

吉田　広明君

	15:00～15:30
	マグネシウム合金線の冷間引抜きとねじの製造：AZ31とAZ61の線材を用い，通常の熱間あるいは温間加工ではなく冷間引抜きにより細線を得る製造技術について述べる．また，得られた引抜き線材を利用し，圧造と転造によりマイクロ精密ねじを製造した結果も紹介する．
	東海大学

工学部　精密工学科

吉田　一也君

	15:30～16:30
	見学会：熊本大学の研究施設：マグネシウム関連施設など．ただし，見学の制約があります．
	

	17:00～19:00
	懇親会　レストラン ナポリ（熊本大学構内）


定　　員：60名（定員になり次第締切．定員超過の場合はご連絡します．）

参 加 費：会費4,000円（学生会員は半額）,　一般6,000円

懇親会費4,000円（懇親会費は当日受付にてお支払い下さい．）

申込方法：学会ホームページ(http://www.jstp.or.jp)【行事のご案内】のページよりお申し込みください．参加券,請求書等をお送りします．お支払いは請求書到着後2週間以内にお願いいたします．なお，懇親会参加希望者はホームページ備考欄に懇親会参加希望を明記して下さい．












